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尾 部 崎 形 の 鯉 の 一 fEiJ・
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　　 東 北 帝 國 大 學 理 學 部 生 物 學 敏 塞

　　　　（昭 和 11年 6 月26日 受 領）

　宮城縣 白石町の 養鯉 家新海忠作氏 の 養魚池で 飼 はれ て居 た尾部 の 著 し く畸形を呈 して 居る

4 才 の 鯉を同氏 の 姫意 に依 り貰 ひ受 ける こ とが 副來た の で そ り觀察の あ らま し を報告 する。

　尾部 の 畸形の 爲か こ の 鯉 は正 常の もの に 比 して 非常に 不 活 撥 で
， 池 に 入れて 竿 で つ 玉 い て

も僅か に 邏動 す る の み で連 く逃 げ る こ とを しな い 。彊ひ て 邏動せ しむれ ば 毎秒約 50cm 位の

速 さで 遊泳する。常に食餌をあ きつ て ゐ る處 を見 る と病 的で は無 い と思 はれ る
、 その 泳 ぐ様
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尾部畸形 の 鯉 の 一例 941

　畸 形部 は側 線上第15− 16鱗の 部位 よ り始 ま り， そ の 附近 よ り左 ic曲 り第 22 鱗 に於 て最 も左

方 に 突出 し、それ よ り後部 は殆 ど直 角に 右上 方 に 屈曲 して ゐ る。體 の 最後端尾鰭 の 附け根 の

部位 に至 つ て 背側 は右に
， 腹側 は左 に捩 れ ，尾鰭 は金 魚 の 尾鰭 の 如 く左 右 に擴が つ て 殆 ど完

全 に 2 部分 に 分た れ て ゐ る。脊鰭は體の 彎曲に 從つ て 彎曲 して ゐ るが後部 は 左 に 倒れ て 後方

に 伸び る。臀鰭は鱧 の 捩れ の 爲 に 體の 最後端 に位置 す る機に な り眞直 ぐに後方 に 伸び て ゐ る ．

鱗及 び鰭 は ］L．Jat．32， 1．，もrans ．11
，
　 D ．　 IV　 21

，
　 A ．　 III　6．　 P．115 ，　V ．工 8で あ る。

　次 に 2、3 の 側定 値 を掲げ る。〔單位 1nIn ）
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フ ナ ム シ の 幼生 に於 け る歩脚の 増加 に就 て

　　　　 　　　　　　　 （挿 圖 4 個 ）
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 三 井 海 洋 生 物 學 砺 究 所

　　　　 　　　　 （昭 和 11年 8 月 1S 日 受 領 1
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batuliniafueの 幼生の 簡單な側面 鬪が 出て ゐ る

が ， 夫 に は歩脚が 6 樹 しか描か れ て ゐ ない
。

日本産 フ ナ ム シ 廻 ∬1α 伽 1伽 に 就て 之 を確め

て み る と矢張同様で あ つ た 。 しか らば ， 成饐

に 見 られ る 7封 の 歩脚の 内 ， ど の 1 鍔が如何

なる時期 に如 何 に して 形成せ られ る の で あ ら

うか ？

　卵か ら孵 化 した幼 生 は 暫 く雌 の 孵卵嚢内 に

抱 かれ て ゐ る が ，充 分成育 す る と此處か ら出

る。此時期 の 幼生 は體 長約 3mm で 顧 部前

端 よ り尾節後縁まで ｝，形態上特 に 成體 と異 る

の は ， 第 7 胸 節が著 し く狭小 で 宛然 胴部 第 1

節の 如 き觀 を呈 し ， こ の 節 に 相當す る歩脚 を

缺 い て ゐ る黜 で あ る。從つ て 幼生 は 6 對 の 歩

脚 を有す る譯 で あ る ｛第 1 蜀 ｝。第 1 囘 の 脱皮
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第 1圖 脱皮前 の フ ナ ム シ 幼 生 （xl8 ｝
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